
活動資料         ３.焼 き 板（キャラバン不可） 

陸中海岸青少年の家 

１ 活動の概要 

   乾燥した杉板をたき火で思い思いに焼き、ブラシや布等で磨きあげた後、飾り付ける。 

 

２ 活動場所 

   野外炊事棟周辺（炊事棟・食事棟） 

   ※絵付け・装飾は研修室でも可能 

 

３ 所要時間 

   ２～３時間 

 

４ 対 象 

   小学校５年生以上 

 

５ 経 費 

５００円   

 

６ 準 備 

個人・団体 軍手、新聞紙 

青少年の家 
杉板、火ばさみ、ほうき、十能、金ブラシ、たわし、布巾、きり、 

ヒートン（フック）、ひも、ポスカ（マジック）、マリングラス、木工用ボンド 

 

７ 作り方 

（１）杉板の表面をまんべんなく焼く。（表裏両面、側面の全て） 

（２）焼きあがったら、金ブラシで木目に沿ってすすを落とす。 

（３）たわしでさらに磨き、完全にすすを落とす。 

（４）布巾で汚れを落としながら、つやが出るまで磨く。 

（５）ポスカを使って絵付けをする。（ボンドでマリングラスを付けてもよい。） 

（６）上側面にきりで穴をあけ、穴にヒートンをねじりながら入れる。 

（７）ひもを取り付けて完成。（ヒートンにひもを通し、両端に結び目を作る。） 

 

８ 留意事項 

（１）用具や火の取り扱い等、安全面に配慮する。 

 （２）活動終了後、燃え残りや灰は炊事棟脇の一輪車に集め、水をかけて消火した後、灰捨て場（多目的グ

ラウンド脇）に捨てる。 ※引率者は、消火確認を確実に行う。 

    また、使った場所の清掃を行い、貸し出し用具は指示された場所へ返却する。 

 （３）焼き板は、雨天時も実施可能。（ただし、台風等の荒天時や野外炊事棟・食事棟が使用できない場合

は、実施できない場合もある。） 


